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問題と目的
近頃、数多くの人が路上や電車などあらゆる場所で

スマートフォンや携帯電話を使用している姿をみかける。
中には、歩きながらや自転車に乗りながらスマートフォ
ンを使用するといった危険な姿をみかけることもある。
総務省（2018）の通信利用動向調査では、13歳～59歳
の年齢層でインターネット利用が９割を超えており、ス
マートフォンは13歳～49歳の各年齢層で７割以上が利
用していると報告している。このように、インターネッ
トは我々の生活にとって欠かせないツールとなっている。

インターネットは、ソーシャルメディアの進展やス
マートフォンの急速な普及により、利便性が向上する一
方で、ネットの長時間利用により実生活に悪影響が出る、
いわゆる「ネット依存」と呼ばれる事例が一部で問題と
なっている（総務省，2013）。インターネット依存傾
向の定義について鄭（2008）は、インターネットに過
度に没入してしまうあまり、コンピューターや携帯が使
用できないと何らかの情緒的苛立ちを感じること、また
実生活における人間関係を煩わしく感じたり、通常の
対人関係や日常生活の心身状態に弊害が生じるにも関
わらず、インターネットに精神的に依存してしまう状態
であると述べている。総務省（2013）の青少年のイン
ターネット利用と依存傾向に関する調査によると、情報
通信機器の利用状況は、「スマートフォン」は小中学生
では20％前後だが、高校生で50％を超え、大学生・社
会人（25歳以下）では約70％まで伸び、大学生の51.1%
がインターネット依存傾向にあると報告している。さら
に、片山・水野（2016）は、大学生においてネット依
存傾向のある者は、睡眠習慣と身体的および精神的健康

に相互に悪影響を与える可能性があることを報告してい
る。以上を踏まえると、これから社会人となり日本を支
えていく大学生のインターネット依存傾向は非常に深刻
な問題であるといえる。

ところで、大学生のスマートフォンの利用アプリ・
サービスは、「ソーシャルメディアを見る（65.9％）」、
「ソーシャルメディアに書き込む（43.8％）」、「友だ
ちとメールをする（39.4%）」（総務省，2013）の順と
なっている。その他にも、動画視聴やネットショッピン
グなどインターネットの使用目的は多岐に渡るが、勉学
や就活のためにインターネットを利用するのと友だちと
たわいもない会話をするためにインターネットを利用す
るのでは、インターネット依存傾向の特徴や日常生活に
与える影響は異なるのではないかと考えられる。

インターネット依存傾向が日常生活に影響を及ぼす
ことを踏まえ、日常生活のあり様を反映する指標として
高校生の学校生活スキルに着目した研究がある（堀田・
稲垣・和田，2016）。しかし、大学生においては学校
生活よりもアルバイトや就職活動といった社会との繋が
りが多いことを考え、本研究では日常生活スキルに着目
した。日常生活スキル（ライフスキル）とは、日常生活
で生じるさまざまな問題や要求に対して、建設的かつ効
果的に対処するために必要な能力（WHO，1997）と定
義されている。また、島本・石井（2006）は、大学生
における日常生活スキル尺度を開発し、主に個人場面で
展開されるスキルを表す対人スキル（計画性，情報要約
力，自尊心，前向きな思考）と、主に対人面で展開され
る対人スキル（親和性，リーダーシップ，感受性，対人
マナー）という２つに分類している。高校生におけるイ
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ンターネット依存傾向と学校生活スキルの関連性の研究
（堀田・稲垣・和田、2016）において、男子ではゲー
ムやインターネット動画視聴などの長時間利用が、女子
ではメールやSNSなどのコミュニケーションツールとし
てのインターネット利用によって生じる不安が、学校生
活スキルにそれぞれ影響を及ぼしていることを踏まえる
と、大学生においてはインターネット依存傾向またその
使用目的の違いによって個人場面および対人面での日常
生活スキルにもそれぞれ影響を及ぼすと推察される。

従って、インターネットの使用目的と日常生活スキル
に着目し、またインターネット依存傾向との関係を明ら
かにすることは、大学生活を効果的に過ごすための知見
として役立つと考えられるが、まだ研究がなされていな
い。

そこで本研究では、大学生におけるインターネット依
存傾向と使用目的及び日常生活スキルの関連性について
検討することを目的とする。

方法
調査時期　2018年12月上旬
調査対象者　２年生国立大学の大学生，合計126名

（男性45名，女性81名，平均年齢19.90，SD=0.65）が
調査に参加した。
質問紙の構成　質問紙は、フェイス項目、インター

ネット依存傾向尺度、日常生活スキル尺度、各インター
ネット使用目的における１週間の１日平均利用時間を調
査する項目で構成された。
フェイス項目　調査対象者の学部、学年、年齢、性別

について回答を求めた。
インターネット依存傾向尺度（J-尺度）　鄭（2007）

によって作成された、日本独自の大学生向けのインター
ネット依存傾向を測定する尺度である。全49項目からな
り、「禁断状態」「現実との区別支障」「日常生活・身
体的悪影響」「肯定的メリット」「快的満足感」「仮想
的対人関係」「没入」の７つの下位尺度から構成される。
各下位尺度項目は〝まったくそうでない１〟～〝いつも
そうである５〟の５件法で回答を求めた。
日常生活スキル尺度（大学生版）　島本・石井（2006）

によって作成された、効果的に日常生活を過ごすために
必要な学生のライフスキルを測定する尺度である。全
24項目からなり、「親和性」「リーダーシップ」「計
画性」「感受性」「情報要約力」「自尊心」「前向きな
思考」「対人マナー」の８つの下位尺度から構成される。
各下位尺度項目は〝ぜんぜん当てはまらない１〟～〝と
ても当てはまる４〟の４件法で回答を求めた。
インターネット使用目的　予備調査として大学生（男

性１名，女性６名，平均年齢20.86歳，SD＝1.55）に普

段自分が行うインターネットの使用目的を使用時間が
多い順に３つ記述してもらった。予備調査の結果から、
「コミュニケーション」「情報収集」「ネットショッピ
ング」「動画」「メディア」「ゲーム」の６つを使用目
的として選出した。各使用目的の１週間での１日あたり
の平均利用時間を〝⓪使わない〟〝①１時間以内〟〝②
１～２時間〟〝③２～３時間〟〝④３～４時間〟〝⑤４
～５時間〟⑥５時間以上〝の６件法で回答を求めた。
手続き　質問紙を大学の講義時間内に配布し回答を求

めた。質問紙への回答は自由であり、個人情報が漏えい
することはないことを口頭および文で説明した。質問紙
は、フェイス項目、インターネット依存傾向尺度（Ｊ尺
度）、日常生活スキル尺度、各インターネット使用目的
における１週間の１日平均利用時間を調査する項目の順
に回答してもらった。所要時間は約20分であった。

結果
分析には、R（3.5.1）, lavaanパッケージ（0.6-3）、

psychパッケージ（1.8.10）、anovakun（3.5.1）を使用
した。
１．使用した尺度の因子数と信頼性の確認
①インターネット依存傾向尺度（Ｊ－尺度）

「インターネット依存傾向尺度（Ｊ－尺度）」（鄭，
2007）の全49項目について、確証的因子分析を行った。
その結果をTable１に示した。

第１因子は〝ネットができなくなるとどこでもいいか
ら一刻も早く使える環境に行きたい〟の項目で因子負
荷量が高く「禁断状態」、第２因子は〝ネットをやって
ないときもネット上の音が聞こえたり、ネットをしてい
る夢を見る〟の項目で因子負荷量が高く「現実との区
別支障」、第３因子は〝ネットのせいで疲れて授業中
居眠りをする〟の項目で因子負荷量が高く「日常生活・
身体的悪影響」、第４因子は〝ネットすると嬉しい〟の
項目で因子負荷量が高く「肯定的メリット」、第５因子
は〝ネットをするとストレスが全部解消されるように思
う〟の項目で因子負荷量が高く「快的満足感」、第６因
子は〝実生活上で出会う人よりネット上で出会う人の
ほうがよりよく理解できる〟の項目で因子負荷量が高
く「仮想的対人関係」、第７因子は〝ネットすることで
家族とトラブルがある〟の項目で因子負荷量が高く「没
入」とする先行研究と同様の７因子構造が適当と判断し
た。

また、内的整合性を検討するためα係数を算出した
ところ、「禁断症状」はα＝.925、「現実との区別支
障」はα＝.862、「日常生活・身体的悪影響」α＝.858、
「肯定的メリット」はα＝.814、「快的満足感」はα
＝.785、「仮想的対人関係」は「没入」はα＝.656とな
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り十分な値が得られた。
②日常生活スキル尺度（大学生版）

「日常生活スキル尺度（大学生版）」（島本・石井、
2006）の全24項目について、確証的因子分析を行った。
その結果をTable２に示した。

第１因子は、〝親身になって友人らに相談に乗っても
らうことができる〟の項目で因子負荷量が高く「親和
性」、第２因子は、〝集団で行動するときに先頭に立っ
てみんなを引っ張っていくことができる〟の項目で因子
負荷量が高く「リーダーシップ」、第３因子は〝やるべ
きことをテキパキと片付けることができる〟の項目で因
子負荷量が高く「計画性」、第４因子は〝他人の幸せ
を自分のことのように感じることができる〟の項目で因
子負荷量が高く「感受性」、第５因子は〝手に入れた情
報を使って、より価値の高いもの（資料等）を生み出せ
る〟の項目で因子負荷量が高く「情報要約力」、第６因
子は〝自分の言動に対して自信を持っている〟の項目で
因子負荷量が高く「自尊心」、第７因子は〝嫌なことが
あっても、いつまでもくよくよと考えない〟の項目で因
子負荷量が高く「前向きな思考」、第８因子は〝目上の
人の前では礼儀正しく振る舞うことができる〟の項目で
因子負荷量が高く「対人マナー」とする先行研究と同
様の８因子構造が適当と判断した。また、内的整合性
を検討するためα係数を算出したところ、「親和性」は
α＝.733、「リーダーシップ」はα＝.791、「計画性」
はα＝.786、「感受性」はα＝.735、「情報要約力」は
α=.708、「自尊心」はα=.828、「前向きな思考」はα
＝.638、「対人マナー」はα＝.828となり十分な値が得
られた。
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２．インターネット使用目的の分類
調査参加者のインターネット使用目的の特徴を検討す

るために、インターネット使用目的における１週間の１
日平均利用時間を変数としてWard法による階層的クラ
スター分析を行い、デンドログラムを参考にクラスター
数を3に決定した。各クラスターの特徴を確認するため、

使用目的ごとの平均利用時間を算出した（Table３）。
使用目的ごとの平均利用時間から、クラスター１は「低
使用群」、クラスター２は「コミュニケーション高使用
群」、クラスター３「動画およびゲーム高使用群」と命
名した。各クラスターの人数は、クラスター１が81名、
クラスター２が33名、クラスター３が12名であった。

３．インターネット依存傾向と使用目的との関連につい
ての分析

使用目的の違いでインターネット依存傾向の特徴が異
なるのかを検討するために、クラスターを独立変数、イ
ンターネット依存傾向の各因子得点を従属変数とした１
要因３水準被験者間分散分析を行った。その結果、禁
断症状、日常生活・身体的悪影響、仮想的対人関係にお
いて有意な差が認められ、現実との区別支障、肯定的メ
リット、快的満足感、没入においては有意な差はみられ
なかった。以下に有意差の見られた依存傾向について詳
しく見ていく。

まず禁断症状において、クラスターと有意な主効果
が認められた（F（2,123）＝7.260, ｐ<.01, n2=0.106）。
Shaffer法の多重比較の結果、コミュニケーション高使
用群は低使用群より有意に高いことが示された。その結
果をFigure１に示す。

Figure１　禁断症状における各クラスターの得点

日常生活・身体的悪影響において、クラスターと有
意な主効果が認められた（F（2,123）＝4.165,ｐ<.05,  
n2=0.063）。Shaffer法の多重比較の結果、コミュニケー
ション高使用群は低使用群より有意に高いことが示され
た。その結果をFigure２に示す。

Figure２　日常生活・身体的悪影響における
各クラスターの得点

また仮想的対人関係において、クラスターと有意
な主効果が認められた（F （2,123）＝4.459, ｐ <.05, 
n2=0.068）。Shaffer法の多重比較の結果、動画および
ゲーム高使用群は低使用群、コミュニケーション高使用
群より有意に高いことが示された。その結果をFigure３
に示す。

Figure３　仮想的対人関係における各クラスターの得点

４．インターネット依存傾向と日常生活スキルとの関連
についての分析

インターネット依存傾向と日常生活スキルの関連を
検討するために、相関分析を行った。その結果、日常生
活・身体的悪影響と計画性との間には弱い負の相関（ｒ
=-0.28, ｐ=<.01）、快的満足感と情報要約能力との間
には弱い正の相関（ｒ=0.24, ｐ=<.01）、肯定的メリッ

日
常
生
活
・
身
体
的
悪
影
響
得
点

仮
想
的
対
人
関
係
得
点

Table３　各クラスターの特徴
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トと対人マナーとの間には弱い正の相関（ｒ=0.23, ｐ
=<.01）が認められた。 

考察
本研究では、大学生におけるインターネット依存傾向

と使用目的、日常生活スキルとの関連性を検討すること
を目的としていた。
１．インターネット依存傾向と使用目的との関連性

まず、禁断状態において「コミュニケーション高使
用群」は、「低使用群」よりも優位に高いことが示され
た。この結果は、禁断状態の項目に〝ネットのできない
ときや使用後は時々むなしくなる〟、〝ネットができな
くなるとどこでもいいから一刻も早く使える環境に行き
たい〟、〝ネットがないと生活は退屈で面白くない〟と
あることや、ティーンは、終始つながって相手から反応
をもらうことで、互いに友達・恋人であることを確認し
たり、相手の気持ちを確認したいという欲求を持ってい
る（高橋，2014）ことから、コミュニケーション高使
用群は低使用群に比べてLINEやメールで常に他者と繋
がっていないと不安になるということが考えられる。

続いて、日常生活・身体的悪影響において、「コミュ
ニケーション高使用群」は、「低使用群」よりも優位
に高いことが示された。この結果は、日常生活・身体
的悪影響の項目に〝ネット使用で生活が不規則になっ
た〟、〝計画していたことをやらなかったことがある〟、
〝ネットを深夜までしてしまい、睡眠不足になった〟と
あることから、コミュニケーション高使用群は低使用群
に比べて、夜遅くまでLINEやメールを行うことで生活
リズムが不規則になり、身体に悪影響を及ぼしている
ことが示唆された。また、LINEは、短文でチャットの
ように即時性の高い、素早いやり取りがされる（高橋，
2014）ことから、他者とのやり取りが続きやすくなか
なか終わらせることができない、やめるタイミングを逃
すことで睡眠不足や計画を実行できないといった日常生
活・身体的悪影響に影響を及ぼしていると考えられる。

最後に、仮想的対人関係において、「動画およびゲー
ム高使用群」は「コミュニケーション高使用群」および
「低使用群」よりも優位に高いことが示された。この結
果は、仮想的対人関係の項目に〝現実の人よりネット
で知り合った人が、私によくしてくれる〟、〝実生活で
出会う人よりネット上で出会う人のほうがよりよく理解
できる〟、〝オンラインで友だちを作ったことがある〟
とあることから、動画およびゲーム高使用群はコミュニ
ケーション高使用群および低使用群に比べて、現実世
界における対人関係よりもインターネット上での対人関
係に満足することが推察される。また、ゲーム内という
バーチャル（仮想現実）な世界でヒーローとなり、ほか

の参加者から賞賛されるようになると、いつの間にか現
実世界よりもバーチャルな世界ほうが大切なもとのとな
り、ゲームの世界から抜け出るのが困難になってしまう
（樋口，2017）ことからも、動画およびゲーム高使用
群は仮想的対人関係に影響を及ぼしたと考えられる。
２．インターネット依存傾向と日常生活スキルとの関連
性

まず、日常生活・身体的悪影響と計画性との間に弱い
負の相関が認められた。この結果から、インターネット
を使用することで生活が不規則となり先を見通して計画
を立てることが困難であることが推察された。また、計
画を立てたとしてもインターネットの使用を優先させる
ことで計画を実行できないと考えられる。

続いて、快的満足感と情報要約能力との間に弱い正
の相関が認められた。この結果は、快的満足感の項目で
〝インターネットを使用することで気分がよくなり興味
津々になる〟とあることから、自分の興味のあることに
ついてインターネットを使用するため本当に必要な情報
を手に入れられることができ、手に入れた情報を使って、
より価値の高いもの（資料等）を生み出すことができる
と推察される。また、インターネット使用によってスト
レスが解消されることで頭の中が整理され自分の考えを
まとめることができると考えられる。

最後に、肯定的メリットと対人マナーとの間に弱い正
の相関が認められた。この結果は、肯定的メリットの項
目で〝ネットは交流の手段である〟とあることから、現
実における対人マナーをインターネット上においても気
をつけていることが推察される。従って、現実世界で対
人マナーを心がけている人はインターネット上において
も同じように振る舞うことができると考えられる。
３．総合考察

本研究の結果から、インターネット依存傾向は使用
目的および日常生活スキルと関連があることが明らかと
なった。特にインターネット依存傾向の日常生活・身体
的悪影響において、使用目的と日常生活スキルに連関
が見られ、「コミュニケーション高使用群」は、「低使
用群」よりも優位に高く、さらにインターネット依存傾
向の日常生活・身体的悪影響と日常生活スキルの計画
性との間に弱い負の相関が認められた。これは、コミュ
ニケーションを行うためにインターネットを使用する人
は、メールやLINEを夜遅くまで行うことで生活が不規
則になる。そのため、先を見通して計画を立てることや
計画を実行することが困難となってしまうと考えられ
る。従って、「コミュニケーション高使用群」において
は、メールやLINEを夜は控え、規則正しい生活を心が
けることでインターネット依存傾向の低下を促すと考え
られる。また、生活のリズムを整えることで時間を効果
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的に使うことができ、計画を立てたり、実行しやすくな
ることで日常生活スキルにおいて計画性が回復すると推
察される。従ってこれらの予防策を講ずることで、イン
ターネットとの関わり方を見直し大学生活をより効果的
に過ごすことができると期待される。
４．今後の課題

本研究では性差を取り上げなかったが、堀田・稲垣・
和田（2016）の高校生におけるインターネット依存傾
向と学校生活スキルの関連性の先行研究では性差を踏
まえており、男子では長時間利用、女子ではメールや
SNSなどのコミュニケーションツールとしてのインター
ネット利用によって生じる不安が、学校生活スキルに
それぞれ影響を及ぼしてしている（堀田・稲垣・和田，
2016）と述べられていることから、大学生においても
性差を踏まえて研究を行いインターネット依存と日常生
活スキルとの関連性をより詳しくみていく必要があるだ
ろう。また、本研究では使用目的を６つに分類して質問
紙調査を行った。しかし、他にも使用目的はまだあると
考えられるので自由記述による項目を増やし研究を進め
ていく必要があるだろう。
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